とき はもう 女 相撲の 一 行 はこの 土地 を ひきあげて いた。 

そして この 出来事 は 忘れられて しまったの である。 

日本 橋に チヂ ミ屋 という 呉服 問屋が あった。 先代が 

死んで、 ようやく 四十九日が すぎた ばかりと いうと き、 

小 沼 男爵が 坂卷多 門と いう 生糸 商人 を つれて やって き 

た。 

小 沼 男爵 はチヂ ミ屋の 当主 久 五郎 (二十 八) の 女房 

政 子 (二十 一) の 父親 だ。 商人が 男爵の 娘 をョメ にも 



ん」 

「しかし、 約束 だから …… 」 

「それ はムリ です よ。 あなたが 御自身で 売り手 を 探し 

て ごらんに なると 分ります よ。 暴落 だ、 安値 だと 云つ 

たって、 売り手が なくち ゃァ 仕様が ありま せんよ。 買 

うなら、 高く つきます。 そこが 売り手の 思う ッボ なん 

です よ。 まかりまちがえば、 無限に 高く つき まさ ァね _ 

相場 はそう した ものです よ」 

そこ を 日参し、 拝み倒して、 どうやら 五 万 斤 だけ 二 

百 二十 円で 買い集めて もらった。 十日のう ちに あとの 

十万 斤が なんとか なりそう だとい う。 十日と いえば 八 



てひッ かきまわす 始末であった。 

久 五郎の 妹の 小 花 (二十) が 腹 を 立てて、 兄 をせ め 

た。 

「何 を ボン ャリ している のです か。 他人に わが 家 を 

ひッ かきまわされて、 ボン ャリ 見て いる オタ ン チンが 

ある ものです か。 追い返す ことができな いのです か」 

「破産して しまえば、 ォレ のゥチ も、 ォレの 物 も ある 

もの か。 踏みつけられる だけ 踏みつけられ るの をジッ 

とこら えてい る だけが ォレ にの こされた 人生なん だ。 

ジッ とこら える ほかに、 何が できる もの か。 一 ッゃニ 

ッ のこと にジタ バタした つて、 ォレが 失った 人生 は 取 



「あっちへ 行って！ 女中の 分際で 勝手に 茶の間へ き 

て 立って いるの は 失礼よ」 

ハ マ 子 はさら に 感心した らしく 政 子に 見とれて いた 

が、 やがて 念仏 か 呪文で も 唱える ように、 

「立って お預け チン チン は 乞食 男爵 だけ」 

二 ッコリ とィャ に色ッ ぼく 笑って、 ふりむいて、 立 

ち 去った。 大 横綱と 取 的の 勝負の ように、 てんで 問題 

にならない。 乞食 男爵の 正体 パク 口して 一 族 三 名 小娘 

に 投げとば された ように 見えた。 

「それ。 人足 を よんで、 荷 を 運ばせろ」 

周 SI5 はいまい ましげ に 政 子に 目く ばせ して 云 つ た。 



「いいえ、 これと 一し よに タン スへ 入れて おいた のよ 

その 中の もの をそッ くり 一 包みに したから、 この 中に 

ある 害 だ と 思う ん だけど」 

「じ ゃァ 目で 確め てみ なかった のか」 

「この フロ シキを ひろげた 上 へ タン スのヒ キダシ を 順 

にぶち まけた だけよ。 そして そのまま 包み を 造つ たん 

ですから、 こぼれる il はなし、 有る ものと 信じて いた 

わ」 

「きっと その タン スか」 

「まちがいな いわ」 

どう 探しても それが 見当らない と 分る と、 周 信の 顔 



「そうじゃな いよ。 ォレと ハマが こうな つたの はだい 

たいのと ころ 昨日からで …… 」 

久 五郎 は てれた のか モグ モグと 言葉 をに > J した。 

「ゥソ です よ。 私 だって 子供 じ やない わ。 昨日からの 

仲で ない ぐらい は、 昨晩の 様子で 分ります よ」 

「それが その 以心伝心なん だな。 ォレが 思い、 ァレが 

思い、 たがいに それが こ、 に 移り 住んで ピッ タリ 分つ 

たから 年来の 仲の ように 打ちと けたの だが」 

と久 五郎 は 赤くな つて 口ごもった。 ハマ は 黙々 と 二 

ャ ついて、 悠々 たる もの。 やがて 久 五郎 はわび しく 苦 

笑して、 



「誰 だい？ 身分の高い人と は？」 

二^つ ちゃ、 いけなく ッ てよ。 あの人が ゥッ カリ 私に 

威張って 教えた だけの 秘事 だもの。 男ッ て、 そんな こ 

とまで 偉そう に 言って きかせたがる のね。 でも、 羞し 

いわね。 兄さんに 聞かれた なんて」 

「ナ 二、 ハマ 子 もき いていた ぜ」 

「じ ゃァ、 あなた 方 は 隣室で アイビ キ していた のね」 

「あの 最中に アイビ キ なん ぞ できる もの か。 ォレ がふ 

と 気がついたら、 猫の ように 音 もな く、 ハマ 子が 傍に 

立って いたの だ。 まァ、 以心伝心 は そのせ いか も 知れ 

ない な」 



て ついて、 

「やっぱり、 ここに はない のよ」 

「じ ゃァ、 どこ だ？」 

「典 六。 薄々 感づいて いるの は、 ァレ だけよ」 

「フ ム」 

周 信 は 考え こんでい るら しか つ たが、 

「典 六が 最後に チヂ ミ屋へ 行った の は、 いつの こと だ」 

「いつが 最後と は 覚えがない けど、 ゥチの 用で チヨ 

ィく 来て いたわ」 

「チヨ ィ /\ 行 くような ゥチの 用が あり やしない じ や 

なレ 力」 



「フフ。 私に 用が あつたの さ。 私の プライべ— トな部 

屋へ。 今 だから、 申 上げます けど、 そんな わけよ。 そ 

れ ぐらいの イタ ズラ せずに、 あんな 埃ッ ぼい ゥチに 住 

ん でられ やしない わよ」 

「バ 力！」 

周 信の 怒気 は 意外に も嚙み つかん ばかり 真剣 だ つ た。 

「キサ マ、 典 六に 喋った な」 

「いいえ。 それだけ は 信じて ちょうだい。 典 六なん か 

道具 だと 思 つ てる だけ だもの」 

政 子 は 冷く 言い放った。 彼らが 本当に 立ち去る と、 

^花 は 溜息 を もらした。 



たら かしてお いたの は 自然な ことで もあった。 

それから 二 ヶ月ち かくすぎ た 日、 周 信が たった 一人 

ものすごい 剣幕での りこんで きて、 

「貴様ら、 まだ 品物 を 隠して いるな。 ォレに は 見 透し 

だ。 みんな 分って いるの だ。 今度 こそ は 許さぬ。 明日 

は 早朝から、 何十 人の 大工 や トビの 者 を つれてき て、 

天井の 板 も、 ネダ も、 羽目板 も ひッぺ がして 家 探しす 

るから、 その ッ モリで いろ。 今 S こそ は 洗い ざら い、 



「私たち は あの人の その 方面の 生活に は 無関係です 

, 、ゝ - 

力」 

「なるほど。 つまり、 御 当家 は 小 沼 氏の 妹のお 知 耳さん。 

離婚 はなさ ッ たが、 以前 は そのお 知 耳さん でした な。 ま 

ァ 昨年まで 小 沼 家と 最も 親しい 御 当家です から、 何 か 

お 心 当りはありません か。 たとえば、 恋人と いうよう 

な 婦人 関係 …… 」 

久 五郎 は 妹の こと を 思いだ して、 むろん これ は 言う 

べき 筋で はない ときめた が、 思 えば 無頼漢 の 周 信の 失 

踪す らも 巡査が 探し まわる ぐらいなら、、 妹の 失踪 を 

誰かが 探しても フシ ギ はない。 



女中 は 政 子 を 睨みつ けて 消えた。 同行の 私服 はタダ 

ならぬ 気配に おどろき、 

「あの 女中と はお 知り合いで すか」 

r チヂ ミ屋の 娘、 小 花」 

胸の 怒り を 叩きつ ける ように、 政 子 は 答えた。 意外 

にも、 失踪の 小 花であった。 

元 子 夫人 は 突然の 訪問に その 日の 面会 を 拒絶し、 二 

三日 中に 知らせ を あげる から、 改めてお 目に かか リま 

しょう、 その 日 を たのしみに 致して おります という 侍 

女からの 返事であった。 



が ある にも拘らず、 それと 無関係な 脅迫が つづ いてい 

るの を フシ ギに 思い あそばし たこと は ございません 

か」 

「悪事 をな さるお 方の フル マイに 筋目が 立たない から 

と フシ ギ がる ほど 子供で も ございません」 

「兄 は 三 ヶ月 前から 行方不明で すが、 それでも 脅迫が 

つづいて おります ね」 

「行方不明 のお 方 は 他人 を 脅迫な さる- J とがで きな い 

お つ しゃ 

と 仰 有る のです か」 

「兄 は 半年 は ど 前から、 元 子 さま を 脅迫す ベ き 秘密の 

品物の 包み を 失って いるので す。 それ にも拘らず 脅迫 



はくり かえされ、 元 子 さま は 金と 引き換えに 秘密の 品 

を 入手して いら ッ しゃる のです。 すると 」 

「どなたの 手に 品物が あるに しても、 私に とって は 同 

じ， J とです」 

「そうでし ようか」 

政 子 はちよ ッと 考えて いたが、 

「当家で ハナ子と およびの 女中 はいつ から 働いて おり 

ます 力」 

「当てに ならない 記憶です が、 三 四 ヶ月、 四 五ケ 月ぐ 

らい 以前から かも 知れません」 

「女中の 身許 を 御存知で しょうか」 



と は 同窓で、 特別 親しい お 友 だち でした。 そして 半年 

前まで は、 ひよ ッ とすると 小 花さん が 兄のお ョメ にな 

るか も 知れない 人でした。 私が チヂ ミ屋の 総領と 結婚 

した 理由と 同じように、 チヂ ミ屋の 財産と 私の 生家と 

濃い ツナ ガリ を もつ 必要の ためにです。 天下 名 &の貧 

乏 男爵 家です から。 です が 私の 結婚 だけで ほぼ 事足り 

ていたよう ですから、 兄 は 結婚の 気持 もなかった かも 

知れません。 チヂ ミ屋は 半年 前に 没落し ましたから 私 

は 離婚 を 命じられ ましたし、 兄 は 申す まで もな く 結婚 

いたしませんで したから、 結果 は 兄の 本心 通りに 現れ 

たと 申せましょう。 もともと 手近かに 在る から 手 を だ 



「ぜひともお 目に かからせて いただきとう ございま 

す」 

「小 沼 さま をお 宅までお 送り 致す と、 その あと はず ッ 

と 約束 も 予定 も) ございません」 

「私に はお 構いな く。 美男子の 紳士 探偵さん。 公爵 家 

の 美しい 若 夫人と お似合いよ」 

政 子 は 大声で 言いた てながら 立 上った。 それ を 見て 

政 子 を 送る の を 無意味と さとって か、 新 十郎は 軽快に 

応じて、 

「私の 半可通の 紳士ぶ リ がお キ ライの ようです ね。 我 

ながら 悪趣味と 見立てて いますよ。 今後 あなたに つき 



十一月 二十 六日 脅迫状 (十二月 五日に 金品 交換。 こ 

れが政 子から 兄へ 手渡した 最後の 一 通の 取引に 当 るら 

しい)。 

十二月 十七 日 政 子 強制 離婚 荷物 搬出。 

十二月 一 一十 二日 久 五郎ら 寮へ 移る。 

一 月 八日 脅迫状 (十 一 日 金品 引換え)。 

一 月 十三 日 小 沼 男爵 父子 三名久 五郎の 寮へ 家 探しに。 

当日 小 花 家出。 

一 月 二十 八日 小 花 羽 黒 公爵 家へ 奉公。 

三月 五日 脅迫状 (九日 金品 引換え)。 



三月 十五 日夕 刻 周 信 失踪。 

五月 三日 脅迫状 (七日 金品 引換え)。 

五月 十四日 周 信の 失踪 捜査 願い。 

ざッと 以上の ようで ある。 重大な ことで 日附の 不明 

なの は 周 信が 二度目に 寮へ 現れて 明朝の 大 捜査 を 宣言 

したと いう 日 だ。 日附 順に 並べて 気の つく 事 は 手紙の 

束が 周 信の 手 を 離れた 時から、 脅迫状の 到着 日から 金 

品 交換の 指定 日までの 日数が 短くな つてる 事 だ、 それ 

まで ほぼ 十日 近い 日数が あつたのに、 俄かに 三 四日の 

間し かなく、 例外がなかった。 



は なぜ 羽 黒 家に 居る のでし ようね。 そして、 うちつづ 

く 脅迫に 悲しみ 泣かされ ている 人が 実は 手紙の 束 を 取 

り 戻した 人 かも 知れない 場合 だ つ て 有りうる でしよう _ 

そして、 もしも 手紙の 束 を 取り戻した 人が もう 泣く 必 

要が なくなつ たのに、 まだ 脅迫が 続いて いますと 探偵 

さんに 物語って 泣いて みせて いるの だと すれば、 それ 

は 兄 を 殺した 下手人が その 人の 一 味 だと 問わず語りし 

ている ことではありません か」 

政 子の 疑惑に は 根の 逞しい 執念が 感じられた。 思い 

つめてい るの だ。 真剣に、 一途に 唯一の 狙いに 全部 を 

かけた 逞しい 疑惑 だ。 



に 頭が 混乱して しまう。 落着いて 特に、 益々、 落着い 

て」 

新十郎 はこう 自分に 向つ て 言いき かせる と、 湧 立 つ 

胸 を 必死に しずめて、 考え こんで しまった。 (ここで 

一 服、 犯人 をお 当て 下さい) 

この 事件 は その 発端が 常と 変って、 新 十郎は 相棒の 

同行 を 許されなかった から、 結末に 至っても、 相棒 も 

海 舟 先生 も 現れる 余地がなかった。 ついに 新たな 脅迫 
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